
■

立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
三
暑
）

四
六
　
（
四
二
四
）

書
　
　
評

Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
合
同
を
め
ぐ
る
論
議

声
Ｈ
“
｝
■
『
－
Ｏ
◎
－
ら
げ
¢
Ｈ
喫
　
声
司
－
・
Ｏ
Ｈ
〇
一
－
凹
げ
◎
『
。
ｑ
目
岸
ｏ
↑
一
Ｚ
。
¢
事
く
◎
『
汗

雪
ｏ
○
§
手
雪
自
射
◎
◎
斤
Ｏ
◎
．
二
目
Ｐ
Ｈ
鵠
９
ぎ
饒
ｏ
。
お
Ｏ
Ｐ
を
読
む

平
　
　
田

隆
　
　
夫

　
我
国
に
は
、
従
来
か
ら
中
立
的
組
合
と
言
う
用
語
が
あ
る
。
左
翼
と

木
翼
と
の
中
問
に
あ
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
、
中
立
的
立
場
に

あ
る
労
働
組
合
を
総
称
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
米
国
で
は
、

か
か
る
中
立
的
組
合
と
言
ク
言
葉
は
使
用
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
西
欧
や

我
国
の
よ
う
に
、
米
国
の
労
働
組
合
の
問
で
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
大
し

て
重
要
視
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
代
り
独
立
組
く
］
（
旨
宗
－

肩
己
ｇ
け
…
一
；
）
と
言
一
つ
言
葉
が
あ
る
，
周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
は

Ａ
Ｆ
Ｌ
に
も
Ｃ
Ｉ
Ｏ
に
も
加
盟
し
て
い
な
い
労
働
組
八
口
を
桁
称
す
る
の

で
あ
る
。
従
来
は
、
四
っ
の
鉄
道
友
愛
組
合
が
そ
の
中
心
勢
力
で
あ
っ

た
が
、
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
外
に
、
米
同
鉱
夫
総
同
盟
そ
の
他
が
、
こ

れ
に
所
属
し
て
い
る
。
米
国
で
か
か
る
独
立
組
く
口
と
言
う
用
語
が
普
及

し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
別
の
角
度
か
ら
観
察
す
れ
ば
、
米
国
労
働

組
合
の
大
部
分
は
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
か
Ｃ
Ｉ
０
か
、
そ
の
何
れ
か
に
所
属
し
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
独
立
組
合
は
、
こ
れ
ら
二
大
陣
営
の
外
に
立
つ
勢

力
的
に
も
薄
弱
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
一

九
五
四
年
の
次
の
数
字
（
単
位
千
）
に
よ
っ
て
も
、
立
証
さ
れ
得
る
と
こ

　
　
　
（
１
）

ろ
で
あ
る
。
全
　
　
組

含

　
　
　
　
　
　
　
　
／

組
合
数
　
　
組
合
員
数

一
九
九
　
一
七
、
七
五
七

　
Ｃ
Ｉ
０
加
盟
組
合

組
合
数
　
　
組
合
員
数

　
三
二
　
　
五
、
一
八
五

Ａ
Ｆ
Ｌ
加
盟
組
合

組
含
数

一
（
ノ
一
九

　
独
組
合
数

　
五
八

は 組
合
員
数

∴
ノ
一
、
七
四
六

組
　
含

組
合
員
数

一
、
＼
一
一
」
・

一
　
　
　
ノ
　
一
一
　
ノ



　
即
ち
全
組
合
総
数
約
一
千
八
百
万
人
中
、
独
立
労
働
組
合
の
組
合
員

総
数
は
約
一
百
八
十
万
人
、
全
体
の
約
十
分
の
一
を
占
め
る
に
す
ぎ
な

い
。
事
実
一
九
三
五
年
以
後
の
米
国
労
働
組
合
運
動
は
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ

Ｉ
Ｏ
と
の
二
大
陣
営
に
分
れ
て
、
そ
の
発
展
の
歴
史
を
記
録
し
た
の
で

あ
つ
て
、
最
近
ま
で
米
国
で
は
、
労
働
組
合
と
言
え
ば
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
か
Ｃ

Ｉ
Ｏ
か
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
一
九
三
五
年
Ｃ
Ｉ
Ｏ
が
Ａ
Ｆ
Ｌ
か
ら

事
実
上
独
立
し
て
以
来
、
両
者
の
問
に
は
、
激
し
い
対
立
抗
争
が
継
備

せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
人
六
の
知
る
通
り
で
あ
る
。
か
か
る
労
働
戦
線
の

分
裂
は
、
米
国
の
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
不
幸
た
出
来
事

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
労
働
組
合
関
係
者
か
ら
は
も
と
よ
り
、
政
府
要
路

者
か
ら
も
、
両
者
の
合
同
が
切
に
待
望
せ
ら
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
。
フ

ォ
ス
タ
ー
も
、
共
産
党
員
と
し
て
の
彼
の
戦
術
的
立
場
か
ら
で
は
あ
ろ

う
が
、
両
者
の
統
合
が
、
単
に
米
国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
労
働
組
合

運
動
の
た
め
絶
対
必
要
た
る
所
以
を
力
説
し
、
そ
の
た
め
の
根
本
的
障

害
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
グ
リ
ー
ソ
、
マ
ー
レ
ー
、
ル
イ
ス
等
々
の

Ａ
Ｆ
Ｌ
，
Ｃ
Ｉ
０
の
最
高
幹
部
の
ウ
ル
ト
ラ
反
動
的
・
独
裁
的
指
導
に
あ

る
旨
を
指
摘
し
、
一
般
労
働
組
合
員
（
『
彗
斤
竃
｛
巨
ｏ
）
に
よ
る
彼
等

の
排
除
が
、
合
同
の
た
め
の
先
決
条
件
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
来
っ
た

　
　
　
　
（
２
）

の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
彼
の
期
待
と
は
異
っ
た
経
過
と
手
続
と
に

よ
っ
て
、
一
九
五
五
年
十
二
月
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
、
二
十
余
年
の

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
ざ
こ
ざ
を
水
に
流
し
て
、
遂
に
合
同
を
達
成
し
、
＞
昌
雪
ざ
竃
票
－

｛
０
Ｈ
～
ユ
◎
箏
◎
｛
■
凹
げ
◎
『
凹
目
｛
Ｏ
◎
目
胴
『
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
◎
｛
－
目
ｏ
目
ｏ
ｏ
け
ユ
竺
○
『
ｏ
ｑ
～
目
、

Ｓ
庄
◎
轟
即
ち
Ａ
Ｆ
Ｌ
ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
合
同
を
め
ぐ
る
諭
議
（
平
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

い
て
は
、
既
に
私
が
本
誌
で
そ
の
大
要
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
の
新
著
は
、
ま
さ
に
こ

の
問
題
を
詳
細
に
坂
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
学
界
で
は
彼
の
名
前

を
余
り
聞
か
ず
、
私
も
彼
に
っ
い
て
殆
ん
ど
知
ら
な
い
。
唯
巻
末
に
掲

げ
ら
れ
た
彼
の
略
歴
に
よ
れ
ば
、
シ
ヵ
ゴ
生
れ
の
彼
は
、
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス

タ
ソ
法
律
学
校
を
卒
業
し
、
二
十
五
年
余
弁
護
士
を
業
と
し
て
い
る
人

で
あ
る
。
労
働
組
合
と
の
関
係
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
が
結
成
さ
れ
て
間
も
な
く
、

シ
カ
ゴ
地
区
の
Ｃ
Ｉ
０
系
組
台
の
顧
問
と
な
り
、
又
一
九
四
八
－
一
九

五
五
年
、
Ｃ
Ｉ
０
の
顧
問
を
つ
と
め
た
。
現
在
は
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の

特
別
顧
間
、
そ
の
産
業
別
労
働
組
合
部
門
、
米
国
製
鉄
労
働
者
連
盟

（
ｑ
目
岸
＆
ｏ
り
言
９
奏
◎
『
ぎ
易
ｏ
｛
＞
冒
ｏ
ユ
８
）
、
各
顧
問
と
言
う
要
職
に

あ
り
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
合
同
に
当
っ
て
は
、
直
接
各
種
の
委
員
会

に
出
席
し
、
諸
協
定
並
び
に
憲
章
の
起
草
に
つ
い
て
も
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
与
え
た
人
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
、
本
書
は
、
Ａ
Ｆ
Ｌ

と
Ｃ
Ｉ
０
の
合
同
経
過
並
び
に
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
間
題
を
研
究
す
る

も
の
に
と
っ
て
、
観
過
す
べ
か
ら
ざ
る
記
録
と
言
え
よ
う
。
幸
い
夏
休

み
を
利
用
し
て
通
読
の
機
会
を
得
た
の
で
、
左
に
そ
の
大
要
を
紹
介
し

た
い
と
思
う
。

　
（
１
）
霊
。
・
ｏ
ぎ
昌
奉
一
Ｃ
ｏ
Ｒ
暮
９
・
ｏ
竃
～
竃
ｏ
旨
訂
轟
巨
ｏ
◎
；
ぎ

　
　
　
　
■
凶
す
冥
呂
◎
毒
昌
ゆ
暮
．
巨
一
竃
ｏ
目
け
己
＜
■
～
げ
冒
勾
ｏ
ま
ｏ
手

　
　
　
　
之
◎
＜
．
岩
雷
．
ｐ
Ｈ
轟
ト

　
（
２
）
　
Ｏ
“
司
◎
ｏ
ｏ
８
『
ミ
．
Ｎ
二
＞
昌
ｏ
ユ
ｏ
與
箏
弓
『
凹
ユ
ｏ
Ｏ
目
｛
◎
自
サ
昌
・

　
　
　
　
宕
ミ
．
ｏ
』
ｃ
．
ｏ
。
．
暑
．
・
。
８
１
０
。
岬
ｃ
〇
一
毛
．
ｃ
。
竃
１
・
。
零
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
　
（
四
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
三
晋
）

　
（
３
）
　
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
労
働
組
合
運
動
の
戦
線
統
一
」
立
命
館
経

　
　
　
　
済
学
第
五
巻
・
第
二
吾
参
照

　
　
　
　
　
二

　
本
書
の
中
核
的
部
分
を
構
成
し
て
い
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
合
同
に
関
す
る
経
過
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の

解
明
で
あ
る
が
、
彼
は
そ
れ
に
先
立
ち
、
米
国
労
働
組
合
の
特
質
並
び

に
そ
の
歴
史
的
発
展
に
つ
い
て
略
述
し
て
い
る
。
け
だ
し
そ
れ
は
Ａ
Ｆ

Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
合
同
問
題
を
理
解
す
る
た
め
に
、
不
可
欠
の
前
提
条
件

を
な
す
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
勿
論
そ
れ
に
必
要
た
限
度
に
於
て
、

彼
は
こ
れ
を
試
み
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
「
幾
百
万
の
米
国
人
に
直
接
的
に
又
す
べ
て
の
米
国
人
に
間
接
的
に

影
響
を
及
ぽ
す
Ａ
Ｆ
」
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
合
同
に
つ
い
て
、
公
衆
は
知
る
権

利
と
義
務
が
あ
る
と
言
う
の
が
、
私
の
確
信
で
あ
る
。
か
か
る
理
由
か

ら
本
書
は
書
か
れ
た
Ｌ
と
言
う
書
ぎ
山
し
に
初
ま
る
「
序
論
」
に
於
て
、

彼
は
米
国
労
働
組
合
の
特
質
を
要
約
し
て
い
る
。
こ
れ
は
別
に
目
新
ら

し
い
も
の
で
は
な
く
、
米
国
労
働
組
合
に
閑
す
る
二
、
三
の
教
科
書
を

読
ん
だ
人
な
ら
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る
常
識
で
あ
る
。
即
ち
米
国
労
働

組
合
は
、
そ
の
構
造
、
政
策
、
行
動
等
に
於
て
多
種
多
様
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
要
す
る
に
そ
れ
は
、
団
体
交
渉
に
よ
る
労
働
協
約
を
通
じ
て
、

労
働
条
件
の
維
持
改
善
を
は
か
る
と
言
う
経
済
的
闘
争
を
指
導
原
理
と

す
る
点
で
共
通
の
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
バ
ソ
と
バ
タ
ー
の
労

働
組
合
（
享
９
宇
竃
宇
巨
ヰ
實
昌
－
◎
目
げ
目
）
で
あ
り
、
職
場
中
心
の

労
働
組
合
で
あ
る
。
従
っ
て
西
欧
諸
国
の
よ
う
に
、
杜
会
主
義
や
共
産

一
四
八
　
（
四
二
六
）

主
義
は
、
米
国
労
働
組
合
に
深
く
そ
の
根
を
下
す
こ
と
が
出
来
た
か
っ

た
。
反
共
産
主
義
は
、
米
国
労
働
組
合
の
特
色
で
あ
り
、
又
労
働
者
自

身
の
政
党
、
婁
言
す
れ
ば
、
無
産
政
党
の
結
成
が
殆
ん
ど
問
題
に
岩
れ
な

い
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
続
い
て
本
書
で
取
扱
わ
れ
る
主
要
問
題

を
提
示
し
た
後
、
「
連
合
体
と
し
て
の
Ａ
Ｆ
」
並
び
に
Ｃ
Ｉ
０
の
起
源
」

と
題
す
る
第
一
章
に
於
て
、
彼
は
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
即
ち
一
九
…
二

年
ま
で
に
於
け
る
米
国
労
働
組
合
運
動
の
発
展
を
概
観
し
て
い
る
。

　
彼
は
米
国
労
働
運
動
の
起
源
を
一
八
二
〇
年
代
に
求
め
、
そ
れ
が
地

方
的
労
働
組
合
か
ら
漸
次
発
展
し
、
一
八
三
四
年
最
初
の
全
国
的
組
織

と
し
て
ズ
等
｛
◎
畠
－
↓
『
邑
窃
、
■
己
昌
が
結
成
さ
れ
、
更
に
一
八
六

六
年
の
乞
等
－
◎
墨
一
■
ぎ
冒
ｑ
己
ｇ
を
経
て
、
一
八
七
八
年
労
働
騎

士
団
（
【
己
嘗
誌
◎
｛
■
ま
昌
）
が
組
織
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
追
求

し
て
い
る
。
そ
の
後
労
働
騎
士
団
に
１
対
抗
し
て
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
の
前
身
で
あ

る
｝
¢
叫
ｏ
轟
庄
◎
目
◎
｛
Ｏ
『
ｏ
ｑ
～
己
墨
｛
弓
Ｓ
｛
ｏ
ｏ
ｏ
”
■
｛
■
”
す
◎
Ｈ
Ｏ
己
◎
箏
ｏ
ｏ

が
結
成
さ
れ
、
遂
に
一
八
八
六
年
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
が
成
立
し
、
米
国
労
働
組

合
運
動
の
基
礎
が
構
築
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
情
に
言
及
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
一
九
三
〇
年
ま
で
に
於
て
、
過
去
の
体
験
を
通
じ
、
Ａ
Ｆ
Ｌ

は
、
次
の
如
き
労
働
組
く
ｎ
の
構
遣
ル
び
に
政
策
に
閑
す
る
某
本
原
則
を

打
出
し
た
旨
を
折
摘
す
る
。
即
ち

　
０
Ｄ
　
労
働
組
合
の
企
国
的
組
織
は
、
労
働
騎
士
閉
そ
の
他
と
は
異
り
、

専
ら
賃
労
働
者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
側
　
か
か
る
全
国
的
組
織
は
、
第
一
義
的
に
は
、
全
因
的
規
模
に
於

げ
る
職
業
別
並
び
に
産
業
別
組
合
の
連
合
体
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と



し
、
州
又
は
都
市
中
心
の
中
央
組
織
は
、
第
二
義
的
の
地
位
を
も
つ
べ

き
で
あ
る
。

　
働
　
全
国
的
組
織
は
、
自
主
的
国
際
労
働
組
合
の
連
合
体
で
、
労
働

騎
士
団
の
中
央
集
権
的
な
の
と
異
り
、
地
方
分
権
的
な
る
を
特
色
と
し
、

こ
れ
ら
が
彼
等
自
身
の
組
織
活
動
並
び
に
団
体
交
渉
を
行
う
も
の
で
な

げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
側
　
労
働
運
動
は
、
そ
の
主
力
を
、
賃
金
、
労
働
時
問
、
そ
の
他
の
労

働
条
件
の
改
善
の
た
め
の
団
体
交
渉
に
集
中
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
働
　
連
合
体
の
主
要
任
務
は
、
労
働
運
動
の
立
法
的
・
政
治
的
ス
ポ

ー
ク
ス
マ
ソ
と
し
て
行
動
し
且
加
盟
国
際
的
労
働
組
合
に
、
道
義
的
・

財
政
的
並
び
に
技
術
的
援
助
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
・
デ
イ
ー
ル
は
、
米
国
労
働
運
動
に
一
つ
の
新
時
代
を
劃
し

た
。
却
ち
産
業
復
興
法
や
ワ
グ
ナ
ー
法
の
影
響
の
下
に
、
労
働
組
合
は

飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
又
労
働
運
動
の
分
裂
を

斎
ら
す
結
果
と
も
な
っ
た
。
第
三
章
「
一
九
三
三
年
－
一
九
五
五
年
の

Ａ
Ｆ
」
並
び
に
Ｃ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
は
、
こ
の
問
の
事
情
を
詳
細
に
探
求
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
が
分
裂
し
て
、
新
ら
た
に
Ｃ
Ｉ
０
が

結
成
さ
れ
る
過
程
が
、
生
々
と
記
録
せ
ら
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｏ
が
Ａ
Ｆ

Ｌ
か
ら
分
裂
し
た
原
因
は
、
主
と
し
て
職
業
別
組
合
主
義
と
産
業
別
組

合
主
義
の
対
立
に
求
め
ら
れ
る
の
が
一
般
で
あ
り
、
そ
れ
は
決
し
て
問

違
い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
以
外
に
、
彼
が
最
高
幹
部
問
の
感
情
の
対
立

を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
Ｃ
Ｉ
Ｏ
系
組
合
を
統

率
す
る
組
合
幹
部
は
、
既
存
の
Ａ
Ｆ
Ｌ
内
で
は
そ
の
行
動
が
捌
約
さ
れ

Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
合
同
を
め
ぐ
る
論
議
（
平
旧
）

て
お
り
、
従
っ
て
新
ら
た
な
る
活
動
領
域
の
開
拓
を
熱
望
し
て
い
た
の

に
対
し
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
の
幹
部
は
、
こ
れ
を
分
派
行
動
と
し
て
、
心
よ
く
思

わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
人
物
と
し
て
、
彼
は
ル
イ
ス

を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
彼
は
こ
の
期
間
に
於
け
る
労
働

組
合
運
動
の
収
獲
と
し
て
、
次
の
諾
点
を
列
挙
し
て
い
る
。

　
○
い
　
Ａ
Ｆ
Ｌ
の
職
業
別
組
合
主
義
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
産
業
別
組
合
主
義
は
、

両
者
の
問
に
於
て
、
共
存
し
得
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
、
そ
の
何
れ
が
優

れ
て
い
る
と
断
定
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
。

　
側
　
連
合
体
を
構
成
し
て
い
る
国
際
的
組
合
の
自
主
性
の
保
持
は
、

連
合
体
と
し
て
の
統
一
性
を
可
能
な
ら
し
め
る
道
義
的
・
政
治
的
行
動

の
最
低
基
準
と
必
ず
し
も
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
倒
　
組
合
内
部
の
紛
争
を
平
和
的
に
解
決
す
る
制
度
を
確
立
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
組
合
の
管
轄
権
争
い
を
最
少
限
度
に
く
い
と
め
な
け
れ

ぱ
、
連
合
体
の
統
一
性
は
維
持
さ
れ
な
い
。

　
の
労
働
運
動
は
、
専
ら
団
体
交
渉
や
政
治
的
・
立
法
的
活
動
に
援

護
さ
れ
た
労
働
組
合
主
義
に
依
存
し
つ
つ
、
私
企
業
を
基
礎
に
し
た
福

祉
国
家
を
建
設
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
米
国
の
歩
む
べ
き
巾
道
で
あ
る
。

　
働
　
米
因
労
働
組
合
運
動
は
、
自
由
な
る
国
際
労
働
組
く
口
運
動
の
一

環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
諸
国
の
白
巾
な
る
労
働
組
合
を
擁
護

し
、
そ
れ
を
全
体
主
義
の
脅
威
か
ら
解
放
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
三

　
「
一
九
三
五
年
－
一
九
五
二
年
、
遠
い
路
」
と
題
す
る
第
四
章
に
於

て
、
彼
は
話
を
Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
分
裂
当
時
に
戻
し
て
、
そ
の
後
に

四
九
　
（
四
二
七
）



立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
三
晋
）

幾
度
か
試
み
ら
れ
た
両
者
の
合
同
へ
の
協
議
の
僕
様
を
忠
実
に
報
告
し

て
い
る
。
こ
こ
で
も
ル
イ
ス
の
演
じ
た
役
割
が
、
興
味
深
く
物
語
ら
れ

セ
い
る
が
、
そ
の
都
度
失
敗
に
終
っ
た
合
同
へ
の
話
合
い
に
も
不
拘
、

第
二
次
世
界
大
戦
、
世
界
労
連
の
分
裂
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
容
共
組
合
の
除
名

等
の
事
件
を
通
じ
て
、
両
者
が
漸
次
接
近
し
て
行
く
過
程
が
追
求
せ
ら

れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
一
九
五
二
年
末
に
は
、
外
観
と
態
度
に
於
て
、

Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
と
の
問
に
、
大
し
た
差
異
は
発
見
さ
れ
得
な
い
状
態

と
な
っ
た
。
ま
さ
に
そ
の
時
、
両
連
盟
の
会
長
、
グ
リ
ー
ソ
並
び
に
マ

ー
レ
ー
が
、
殆
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
死
去
し
、
一
方
客
観
的
情
勢
が

変
化
し
た
た
め
、
急
速
に
両
者
の
合
同
へ
の
気
運
が
醸
成
さ
れ
る
に
。
至

っ
た
。
続
く
第
五
章
「
合
同
の
達
成
」
は
、
そ
れ
以
後
新
会
長
、
・
・
ン
ニ

ー
並
び
に
ル
ー
サ
ー
の
指
導
の
下
に
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
が
結
成
さ
れ

る
に
至
る
ま
で
の
詳
細
な
る
記
録
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
不
可
侵
協

定
」
、
「
〈
口
同
協
定
」
、
「
憲
章
案
」
の
作
成
或
は
「
合
同
大
会
」
Ａ
Ｆ
Ｌ

Ｉ
Ｃ
Ｉ
０
第
一
回
大
会
等
が
話
題
に
上
っ
て
い
る
が
、
彼
自
身
が
こ
れ

ら
に
直
接
問
接
参
与
し
た
だ
け
に
、
楽
屋
裏
の
話
が
興
味
深
く
織
込
ま

れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
合
同
が
達
成
さ
れ
た
主
な
る
理
由
と
し
て
彼
の

指
摘
し
て
い
る
も
の
は
、
職
業
別
組
合
主
義
脈
び
に
産
業
別
組
合
主
義

の
相
互
承
認
、
Ｃ
Ｉ
０
の
共
産
主
義
者
追
放
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
の
堕
落
行
為
排

撃
、
立
法
並
び
に
政
治
戦
線
に
於
け
る
協
力
、
両
者
幹
部
の
相
互
信
頼
、

特
に
岡
際
白
由
労
連
の
結
成
、
第
二
次
世
界
大
戦
及
び
朝
鮮
戦
争
に
於

け
る
脇
力
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
や
フ
ェ
ヤ
ー
ニ
ァ
ィ
ー
ル
に
反
対
す

る
貰
本
家
群
の
連
邦
議
会
支
配
、
グ
リ
ー
ソ
並
び
に
マ
ー
レ
ー
の
死
去

五
〇
　
（
四
二
八
）

等
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
別
に
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

　
第
六
章
並
び
と
第
七
章
は
、
何
れ
も
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
新
憲
章
の
解

説
に
充
当
せ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
こ
れ
を
、
仙
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
基

本
原
則
、
側
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
構
成
員
並
び
に
そ
れ
ら
と
新
連
盟
と

の
関
係
、
閉
Ａ
Ｆ
Ｌ
ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
管
埋
、
ゆ
Ａ
Ｆ
Ｌ
ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
従
属

機
関
（
○
り
亭
冒
２
量
８
ぎ
ａ
窃
）
、
働
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
運
営
と
活

動
の
諸
項
に
分
っ
て
、
分
析
的
に
説
明
し
て
い
る
。
極
め
て
重
要
な
部

分
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
一
切
省
略
す
る
。
唯
注
意

し
て
お
き
た
い
の
は
、
仰
の
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
０
の
構
成
員
と
言
う
の

は
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
に
加
盟
す
る
全
国
的
又
は
国
際
的
労
働
組
合
の

こ
と
で
あ
り
、
側
の
従
属
機
関
と
言
う
の
は
、
次
の
も
の
を
意
味
す
る

と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
回
直
接
加
盟
の
地
方
組
合
（
従
来
Ａ
Ｆ
Ｌ

で
は
序
～
胃
巴
旨
ヴ
◎
『
目
己
◎
目
ｏ
ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
で
は
－
◎
Ｓ
－
巨
｛
目
ｏ
〇
一
ユ
竺

；
｛
ｏ
島
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
）
、
旧
州
並
び
に
地
方
中
央
機
関
一
従
来

Ａ
Ｆ
Ｌ
で
ｏ
ｏ
３
８
守
ｏ
ｏ
『
津
｛
◎
目
◎
｛
５
げ
◎
５
ｏ
饒
Ｋ
ｏ
ｏ
目
Ｒ
竺
げ
◎
昌
ｏ
ｏ
ｏ
．
一

Ｃ
Ｉ
Ｏ
で
ぎ
ｏ
毒
け
ユ
巴
巨
己
◎
目
ｏ
昌
箏
ｏ
自
ｏ
ｏ
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
）
、

向
産
業
部
門
（
弓
邑
ｏ
宇
寝
ユ
８
彗
邑
が
こ
れ
で
あ
る
。
向
の
中
に

は
従
来
の
Ａ
Ｆ
Ｌ
の
産
業
部
門
が
所
属
す
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
が
、

宇
き
ｇ
ユ
巴
ｏ
己
昌
Ｕ
名
彗
け
昌
雪
叶
と
呼
称
さ
れ
て
、
そ
の
ま
ま
こ

の
部
門
に
吸
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
働
で
は
、
十
四
を
数
え
る
常

設
委
員
会
や
組
合
の
財
政
状
態
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、
特
に

細
合
の
財
政
を
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
や
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
の
そ

●



れ
と
比
較
し
、
後
者
が
圧
倒
的
強
大
で
あ
る
旨
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
、

後
に
も
ふ
れ
る
組
合
の
独
占
間
題
と
関
連
し
て
興
味
深
い
。

　
第
八
章
は
、
新
憲
章
の
含
意
を
、
彼
の
理
解
す
る
限
り
に
於
て
、
米

国
労
働
運
動
の
支
持
す
る
歴
史
的
価
値
並
び
に
理
念
の
観
点
か
ら
解
明

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
組
合
の
白
主
性
、
管
轄
権
、
連
合
体
の

意
味
、
連
合
体
に
於
け
る
民
主
主
義
、
組
織
化
の
方
法
等
が
取
扱
わ
れ

て
い
る
が
、
煩
雑
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
省
略
す
る
外
な
い
。

　
　
　
　
　
四

　
戦
後
米
国
で
は
、
「
労
働
の
独
占
」
（
一
き
◎
『
目
昌
８
◎
５
が
間
題
に

さ
れ
、
特
に
経
営
者
側
か
ら
こ
れ
に
対
す
る
非
難
攻
撃
の
声
が
あ
が
っ

て
い
る
。
タ
フ
ト
・
ハ
ー
ト
レ
ー
法
の
制
定
も
、
「
労
働
の
独
占
」
の
排
。

除
が
、
そ
の
主
要
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ

る
。
Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
合
同
は
、
か
か
る
「
労
働
の
独
占
」
を
更
に
強

化
す
る
役
割
を
演
ず
る
お
そ
れ
は
な
い
か
。
こ
れ
は
単
に
資
本
家
、
企

業
家
の
み
な
ら
ず
、
一
般
か
ら
も
閑
心
を
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

彼
は
第
九
章
で
、
こ
の
町
題
に
一
応
の
解
答
を
与
え
て
い
る
。
彼
に
よ

れ
ば
、
「
労
働
の
独
｛
」
は
、
個
戊
の
労
働
組
く
ｎ
に
関
す
る
も
の
と
、
組

く
ｎ
の
連
合
体
に
閑
す
る
も
の
と
を
、
〆
別
し
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る

と
言
う
。
米
国
鉱
夫
総
同
盟
や
製
鉄
、
白
動
車
等
の
巨
大
な
個
々
の
労

働
組
合
に
つ
い
て
、
「
労
働
の
独
占
」
が
非
難
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
根
本

的
に
問
違
い
で
あ
る
。
「
独
占
」
と
言
う
概
念
は
、
労
働
組
合
に
は
適
用

さ
れ
得
な
い
。
「
労
働
の
独
上
］
」
が
非
難
さ
れ
る
の
は
、
競
争
や
独
山
に

閑
連
す
る
も
の
で
は
な
く
、
実
際
は
労
働
細
く
口
か
余
り
に
強
大
で
あ
る

Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
合
同
を
め
ぐ
る
論
議
（
平
旧
）

と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
競
争
の
回
復
や
独
占
の
排
除
で
は
な
く
、
労
働
組

合
を
弱
体
化
す
る
の
が
そ
の
目
的
で
あ
る
。
勿
論
個
々
の
労
働
組
合
に

対
す
る
独
占
の
非
難
は
、
一
部
に
於
て
真
実
な
場
合
も
あ
り
得
よ
う
が
、

し
か
し
連
合
体
に
対
し
て
は
、
こ
れ
は
全
く
見
当
外
れ
の
論
難
で
あ
る
。

従
っ
て
Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
０
が
合
同
し
た
た
め
に
、
「
労
働
の
独
占
」
に
抽

車
が
か
け
ら
れ
る
と
言
う
非
難
は
、
全
然
問
違
い
で
あ
る
。
何
ん
と
な

ら
ば
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
，
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
、
何
れ
も
そ
れ
自
体
は
労
働
組
合
で
は
な

く
、
連
合
体
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
加
盟
組
合
は
、
連
合
体
か
ら

の
干
渉
又
は
統
制
を
う
け
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
団
体
交
渉
を
行
い
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
指
令
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
合
同

に
よ
っ
て
、
一
つ
の
強
大
た
組
合
が
出
来
上
る
の
で
は
な
く
、
既
存
の

二
っ
の
連
合
体
の
代
り
に
、
一
っ
の
連
合
体
が
結
成
さ
れ
た
の
に
す
ぎ

な
い
。
こ
れ
は
Ｎ
Ａ
Ｍ
（
米
国
最
大
の
経
営
者
協
会
）
と
米
国
商
工
会
議

所
と
が
合
同
し
て
も
、
独
占
が
問
題
に
な
ら
な
い
と
同
様
で
あ
る
。
要

す
る
に
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
ｌ
Ｃ
Ｉ
０
が
、
「
労
働
の
独
占
」
を
強
化
す
る
と
言
う

非
難
は
、
全
く
根
拠
の
な
い
も
の
と
、
彼
は
結
論
し
て
い
る
。
彼
の
か

か
る
断
定
が
、
そ
の
ま
ま
額
面
通
り
に
受
け
と
れ
る
か
ど
う
か
は
、
別

途
に
考
究
す
べ
き
で
お
ろ
う
が
、
組
く
口
閑
係
老
と
し
て
、
当
然
の
発
言

で
あ
ろ
う
。

　
続
く
第
十
章
に
於
て
、
彼
は
「
共
産
主
義
と
唯
落
行
為
」
（
Ｏ
ｏ
暮
暑
．

巨
昌
）
の
問
題
を
坂
扱
っ
て
い
る
。
共
産
主
義
は
、
主
と
し
て
Ｃ
Ｉ
Ｏ

系
組
合
で
問
魎
と
な
り
、
堕
落
行
為
即
も
細
く
い
幹
部
の
脅
迫
や
詐
欺
行

為
は
、
従
来
Ａ
Ｆ
Ｌ
系
組
く
口
で
屡
《
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
花

五
　
　
（
四
二
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
三
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

は
、
こ
れ
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
書
物
す
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　
彼
は
米
国
に
於
け
る
共
産
主
義
者
の
組
△
口
支
配
を
、
次
の
如
く
四
つ

の
段
階
に
分
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
ｏ
い
労
働
組
合
教
育
連
盟
（
弓
轟
宗

ｑ
己
昌
■
旨
８
饒
ｏ
量
－
■
ｇ
胴
目
ｏ
）
を
中
心
と
す
る
一
九
二
〇
年
代
、

側
労
働
組
合
統
一
連
盟
（
↓
量
宗
目
巳
ｇ
弓
巳
ｑ
■
ｇ
胴
目
ｏ
）
を
中

心
と
す
る
一
九
二
八
－
一
九
三
五
年
代
即
ち
二
重
組
合
主
義
の
時
代
、

固
一
九
三
五
－
一
九
三
九
年
の
人
民
戦
線
時
代
、
側
戦
後
の
一
九
四
五

－
一
九
五
〇
年
代
が
こ
れ
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｏ
と
共
産
主
義
と
の
関
連

は
、
働
の
時
代
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
何
れ
の
場
合
に
於
て
も
、
共

産
主
義
者
の
組
合
手
配
は
失
敗
に
帰
し
た
。
一
時
は
Ｃ
Ｉ
Ｏ
系
全
組
合

員
の
三
分
ノ
一
が
共
産
主
義
の
影
響
の
下
に
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
そ
の

勢
力
が
衰
退
し
、
現
在
Ｃ
Ｉ
Ｏ
系
の
容
共
組
合
員
は
二
十
万
人
に
す
ぎ

な
い
と
言
う
。
彼
は
Ｃ
Ｉ
Ｏ
と
共
産
主
義
と
の
関
連
を
追
求
し
つ
つ
、

一
九
四
六
年
以
降
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
が
共
産
主
義
者
を
追
放
し
、
容
共
組
合
を

除
名
す
る
過
程
を
詳
述
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
共
産
主
義
者
の
追
放

が
、
タ
フ
ト
・
ハ
ー
ト
レ
ー
法
を
援
用
す
る
の
で
は
な
く
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ

の
白
主
的
努
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。

　
組
合
幹
部
の
堕
落
行
為
は
、
従
米
Ｃ
Ｉ
Ｏ
で
は
、
若
干
の
地
方
組
合

の
み
で
問
題
と
な
っ
た
が
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
で
は
、
地
方
的
組
合
並
に
全
禺
的
又

は
国
際
的
組
合
の
何
れ
に
於
て
も
発
生
し
た
。
従
っ
て
そ
の
排
除
は
、

専
ら
Ａ
Ｆ
Ｌ
で
間
題
に
な
る
が
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
は
、
加
盟
組
合
の
白
主
性
を

尊
重
し
、
従
米
こ
の
点
で
消
極
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
戦
後
は
稜
極
的

態
度
を
と
り
、
国
際
仲
仕
協
会
（
－
鼻
實
量
｛
ｇ
竺
■
◎
屋
。
・
ぎ
『
昌
彗
、
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
　
（
四
三
〇
）

＞
。
。
。
Ｄ
８
迂
庄
ｇ
）
の
除
名
を
断
行
す
る
に
至
っ
た
事
情
を
記
述
し
て
い

る
。
そ
う
し
て
、
最
後
に
労
働
組
合
か
ら
共
産
主
義
や
堕
落
行
為
を
排

除
す
る
た
め
に
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
が
如
何
な
る
権
限
を
も
ち
又
如
何

な
る
措
置
を
講
じ
得
る
か
に
言
及
し
て
い
る
。

　
「
労
働
運
動
と
差
別
待
遇
」
と
題
す
る
第
十
一
章
に
於
て
、
彼
は
米
国

労
働
組
合
に
於
け
る
ネ
グ
ロ
の
差
別
間
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ネ
グ

ロ
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
、
創
設
の
当
初
か
ら
寛
大
な
態
度
を
と
っ
て

い
る
が
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
系
組
合
は
こ
れ
を
排
撃
し
、
直
接
・
問
接
の
差
別
待

遇
を
し
て
い
る
。
特
に
鉄
道
労
働
組
合
関
係
で
、
こ
れ
が
顕
著
で
あ
り
、

組
合
規
約
の
中
に
、
明
ら
か
に
ネ
グ
ロ
の
排
斥
を
う
た
っ
て
い
る
組
合

も
あ
っ
た
。
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
憲
章
で
は
、
こ
れ
が
全
国
的
に
禁
止

せ
ら
れ
、
労
働
組
合
に
於
て
、
ネ
グ
ロ
は
白
人
と
全
く
同
等
に
取
扱
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
事
実
上
人
種
的
差
別
待
遇
が

直
ち
に
一
掃
さ
れ
る
と
は
思
わ
ぬ
が
、
彼
は
こ
れ
を
将
来
の
Ａ
Ｆ
Ｌ
ｌ

Ｃ
Ｉ
０
の
幹
部
達
に
期
待
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
創
立
大
会
で
二
人

の
ネ
グ
ロ
が
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
副
会
長
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ

れ
へ
の
第
一
歩
で
あ
ろ
う
。
続
く
第
十
二
章
で
は
、
「
新
連
盟
の
公
共
政

策
」
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
内
容
の
詳
細
は
省
略
し
て
、
結
論
の
み
を

摘
記
す
れ
ば
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
０
は
、
白
由
な
る
団
体
交
渉
と
私
企
業
と

を
基
調
す
る
政
府
の
干
渉
、
そ
の
範
囲
内
で
の
福
祉
国
家
を
支
持
す
る
。

労
働
運
動
に
対
す
る
公
共
政
策
の
重
要
性
は
、
労
働
運
動
の
第
一
の
仕

事
が
団
体
交
渉
で
あ
る
と
言
う
箏
実
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
労

働
運
動
が
団
体
交
渉
の
組
織
で
な
い
限
り
、
そ
れ
は
無
意
味
で
あ
る
。



公
共
政
策
の
全
体
の
枠
の
中
で
、
労
働
運
動
は
、
当
然
団
体
交
渉
と
密
接

な
関
連
を
も
つ
公
共
政
策
を
重
要
視
す
る
。
そ
う
し
て
こ
れ
が
、
米
因

労
働
運
動
と
他
因
の
そ
れ
と
の
根
本
的
差
異
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
最
後
の
第
士
二
章
「
労
働
組
合
の
将
来
の
役
割
」
に
於
て
は
、
Ａ
Ｆ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
結
成
が
、
内
外
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

彼
の
所
論
を
要
約
す
れ
ば
、
合
同
に
よ
っ
て
加
盟
組
合
の
団
体
交
渉
力

は
強
大
と
な
り
、
組
合
の
幹
部
問
の
協
力
関
係
が
増
大
し
て
、
相
互
に

有
利
で
あ
る
、
組
合
の
管
輯
権
争
議
は
減
少
す
る
で
あ
ろ
・
）
し
、
一
方

民
主
的
労
働
組
合
を
要
望
す
る
幾
百
万
の
未
組
織
労
働
者
が
あ
り
、
組

合
組
織
が
購
買
力
を
増
加
し
、
労
働
者
と
そ
の
家
族
と
の
保
障
を
強
化

す
れ
ば
、
国
民
全
体
と
し
て
も
利
益
で
あ
る
。
又
政
治
活
動
の
領
域
に

於
て
は
、
プ
ロ
・
レ
バ
ー
の
法
案
通
過
が
促
進
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
更

に
同
際
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
を
支
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
際
自
由
労
連
を
通
じ
、
白
由
因
家
の
労
働
組
合
運
動
の
育
成
並
び
に

発
展
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
「
あ
と
が
ぎ
」
が
附
加
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
Ａ
Ｆ
Ｌ

Ｉ
Ｃ
Ｉ
０
発
足
以
後
一
九
五
六
年
七
月
現
在
ま
で
に
お
け
る
加
盟
細
合

の
統
く
い
の
進
展
状
況
、
未
組
織
労
働
者
の
組
織
化
の
実
情
、
堕
落
行
為

の
排
除
の
実
施
等
に
閑
す
る
も
の
で
、
言
わ
ぼ
本
書
の
補
足
を
な
す
部

分
で
お
る
。
そ
う
し
て
彼
は
、
「
現
在
推
び
に
将
来
、
多
く
の
困
難
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
Ｆ
」
Ｉ
Ｃ
Ｉ
０
は
、
そ
の
統
一
を
持
続
す
る
で
あ

ろ
う
こ
と
を
確
信
し
て
疑
わ
な
い
」
と
言
２
言
葉
を
も
っ
て
、
本
書
を

緕
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
合
同
を
め
ぐ
る
論
議
（
平
因
）

　
以
上
が
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
の
新
著
の
大
体
の
紹
介
で
あ
る
。
本
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

他
の
評
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
は
、
組
合
と

の
公
的
関
係
に
例
約
さ
れ
、
カ
ー
テ
ィ
ソ
を
あ
げ
て
内
部
的
紛
争
を
明

る
み
に
出
さ
ず
、
従
っ
て
本
書
の
中
に
大
し
た
新
資
料
を
発
見
し
得
な

い
と
矢
望
す
る
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
乍
ら
、
本
書
は
Ａ

Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
成
立
に
閑
す
る
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
書
物
で
あ
り
、

Ａ
Ｆ
Ｌ
並
び
に
Ｃ
Ｉ
Ｏ
を
巾
心
と
す
る
米
国
労
働
運
動
史
と
し
て
も
、

一
読
の
価
他
が
あ
ろ
う
。
フ
ォ
ス
タ
ー
は
、
彼
が
切
に
待
望
し
て
い
た

Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
合
同
が
実
現
し
た
に
も
不
拘
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｏ

は
、
ミ
ソ
ニ
ー
始
め
ウ
ル
ト
ラ
保
守
反
動
幹
部
ら
の
支
配
す
る
組
織
で

あ
り
、
国
務
省
の
帝
国
十
工
義
的
反
ソ
政
策
に
協
力
す
る
団
体
に
す
ぎ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

い
と
は
げ
し
い
論
難
を
加
え
て
い
る
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
が
共
産
主
義
者
を
迫

放
し
、
且
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
が
共
産
十
工
義
者
を
巾
心
と
す
る
連
合
体
に

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
恐
ら
く
彼
に
と
っ
て
不
満
な
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
、
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
も
言
っ
て
い
る
よ

う
に
（
二
一
六
頁
）
、
一
六
五
年
余
に
及
ぶ
そ
の
発
展
の
歴
史
を
通
じ
て
、

米
閑
労
働
運
動
が
最
善
と
考
え
た
も
の
の
結
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
米
旧

の
細
合
が
優
れ
、
他
岡
の
そ
れ
が
勿
っ
て
い
る
と
一
一
、
口
う
問
題
で
は
な
い
。

そ
・
）
し
て
こ
の
問
の
事
情
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
恐
ら
く
彼
の
新
著

は
、
充
分
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
巻
末
に
、
「
憲
常
」
、
「
不
可
侵
脇
定
」
、
「
合
同
協
定
」
等
の
企

文
が
、
附
録
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
質
料
と
し
て
有
益
で
あ
る
こ

と
を
附
言
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
七
年
・
九
月
八
目
）

五
三
　
（
四
三
一
）
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